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｜「脳科学研究戦略推進プログラム」課題Fの概要及び予算

概要

・ 諜霊童Flま、平成23年撲から開始 しており、 精神－神経疾議 〈発達擦響、うつ病、認知症等）の発症のメカニズムを明

らかにし、早期診断、治様、予防法の開発につなげるための研究を推進するため、以下の3領域について研究チームを

構成して実施する。

L 発達障害iこ関する研究「乳児期から幼児織にかけてきECる発達際寄托関わる生物学的要関、発症メカニズムを解明j

嘗密閉症その他の広iflt生発達緯害、学習灘響、注意欠陥／多動性障害等の発達髄警の発症・進行と神経窃路・神経認知機能・遺伝子〈エ

ピジヱネティック変化も含むト行動・環境等の各要限を統合的！こ解明する。
－上記疾患の診断、治療、予i詰j去の号害発につなげる。

亙．うつ病等｛こ欝する獄究 fうつ書籍奇双犠牲障害を含む気分隊警などの病閤を分子・細｜鰭・システムレベルで解明j

－うつ構幽双事霊？受難饗を含む気分障害などの発療・進行と神経ffi1路・選総子（エピジヱネティック変化も含む）
－脳内生理・環境等の各婆[!1を統合的！こ解明する。
・よ記疾懇の脳内メカニズムを解明する。
・上記疾患の診断、 j会嬢‘予防法の線発につなげる。

盟w 華道老化iζ関する研翼 f遺伝的饗閣による脳の健疲逸脱機構や糞常な華道老化のメカニズムを解明j

－加重舎に伴う認知痘等の発慈・進行と神経鴎銘・遺伝子〈エピジェネティック変化も含むト分子講理学・環場等の各襲臨を統合的に解明する。

．加齢！こ伴う認知疲等の麟内メカニズムを解鳴する。
・よ記疾懇の診断、 j台機、予i誌j去の線発につなげる。

予算
く単位； 億円〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

脳科学務究戦絡推進プログラム
3 5. 9 3 4. 9 3 4. 9 1 0 5. 7 

〈全体〉

課題F （縫康脳〉

結衿・神経疾患の克綴を自衛す 8. 1 9. 5 1 0. 7 28祖 3
脳科学研究

※ 課題子の予算！手、 rg語科学研究戦諮躍進ブ0グラムj主体予獲のP台数
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｜ 平成25年度「脳科学研究戦略推進プログラム」中間評価対象〈課題F) I 

1. p 0・pOに関する鐸髄

E置a
理化学研究所 滋コド忠治

(PD) 

箆E善、義塾大字 池崎通プト

(PO) 

理化学研究所 加蕗忠史

(PO) 

2.研究チームに関する評繍

－冨
間紀夫 ｜姉問研究チーム

川成人 ｜うつ病等研究チーム

武田雅俊 ｜脳老化務究ヂム

3.碕究チーム内の各研究グループの研究内容に関する詩編

E習霊童ii'.11彊

代表機関：名 代表奴究者名 分m機関名 分持研究者名 課怒・名

立二：凡性発達機容と統合失調症のゲノム解析を起点として、発症因iこ基づく両疾懇の諺

名古愚大学 定崎紀炎 新体茶褐編と診断法開発を自治した研究；多麗発現約効果を；満するゲノムコピー数変異

(CN¥η に若冒して

ぎ金沢大学 主豊田鴻待 療北大学 ？.§主義克彦
t$経内分泌仮設｛こ薬づく知能険撃を手ぎする El閉症スペクトラム隣号撃の診獣と治安泰の~

開研究

浜松窓科大学 森賢I）夫
大級大宇’ 片山繁一

島問疫の病慾研究と新たむ診療妓；去（診断・ヲ予妨・治療）の開発
1富井大学 ｛主藤 予定

横浜市立大学 松 ＊ 直 通 理化学研究所 出j! j和弘 発遼隊苔！こ至る分:y.・4基盤の解明
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｜ 平成25年度「脳科学研究戦略推進プログラム』中間評価対象（課題F)

3.研究グル…ブの研究内容に関する評鑓〈続き）

IBml冨翠霊==rl’
代表機擦名 代表研究者名 分鐙機関名 分担研究者名 課題名

広畿大学 山編成人
沖縄科学技術大学院大学 鋼袋賢治 うつ舗の神経＠：）路一分乎病態解明とそれに基づく診断灘治

放射線震学総合研究務 須療哲也 療法の開発

籍組保鍵事長
岩酪伸宝生 理化学研究所 義務篤

i襲訟環境統計学的相互作用大規模解析による気分障害の
生大学 実需態メカニズムの解明

群議大学 二ご譲雅彦
東京大学 繁藤延人 うつ病の異種性に対応したストレス脆弱性バイオマーカー

山口大学 JJJ瀞弘幾 の関定と分子病態生還の解明

北海道大学 -a翻ヨモ弘 ドパミン神経系｛こ磐目した難治性気分擁蓄の統合的研究

l1Rll謹彊::I彊
..........................................・........................ ........................................................................ ... 0 ・.................................................................................・................................................・ 0 ・..................・..............................・............

課題名 ］ 代表機畿各 代表研究者名 分担機鎖名 分担研究者名

援薬基皇室研究所 額義毅 革新約投続活用し＇ ;}JQ齢による機能抵下と異常蛋白欝溺

大媛大学 武EB雅俊 霞立長寿窪課長研究センター 機；撃勝彦 につながる病理過程のよ溌を追求・解明し、認知症の血液

選化学研究務 魚沼遼彦 診護資マーカーと治環3震を開発する

間志社大学 井懇談夫
霞1L長寿震療研究センター 高島規産ま

続タウオパチー薬の審i出
株式会社ファルマヱイト＊ 杉本八部

名古慶大学 視父江元
霞1L精神・神経陵療研究セ

永井義陵
前頭側頭葉変性症の構態解明iこ基づ、くdisease時 modifying

ンタ… therapyの開発

本同志社大学？へ業務移管（手足立25年度）
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中間評価票 

 

（平成２６年４月現在） 

１．課題名 「脳科学研究戦略推進プログラム」 

       精神・神経疾患の克服を目指す脳科学研究（課題Ｆ） 

２．評価結果 

（１）課題の進捗状況 

○課題の概要 

文部科学省では、「社会に貢献する脳科学」の実現を目指し、社会への応用を見据えた

脳科学研究を戦略的に推進するため、平成２０年度より「脳科学研究戦略推進プログラ

ム」を実施している。 

このプログラムのうち、平成２３年度から５か年の計画で開始した「精神疾患の克服

を目指す脳科学研究（課題Ｆ）」では、精神・神経疾患（発達障害、うつ病、認知症等）

の発症のメカニズムを明らかにし、早期診断、治療、予防法の開発につなげるための研

究を推進している。 

 

○課題全体の評価 

【ＰＤ・ＰＯ】 

ＰＤ・ＰＯの運営に関する取組は大変優れている。 

課題Ｆの中核拠点及び参画機関における緊密な連携強化のため、研究チーム毎に実施

する分科会などに頻回に出席するとともに、サイトビジットによる指導・助言を行って

おり、全体の統括、進捗状況の把握、指導・助言を適切に遂行している。また、各機関

における進捗状況に応じて、研究費配分の増減を行うなど、プログラム全体として効果

的な運営を行っていることは高く評価できる。今後は、課題Ｆの目標である精神・神経

疾患の早期診断、治療、予防法の開発に向けた研究の推進に際し、より効果的な指導・

助言が望まれる。 

 

【発達障害研究チーム全体】 

進捗状況及び得られた成果は大変優れており、次年度以降も引き続き実施することが

適当である。 

初期の目標である自閉症スペクトラム障害（ASD）の初期診断方法として、いくつかの

方法が提示されており、グループ内外で症例数を増やすとともに、精度・感受性・妥当

性等を検証できれば、社会への還元、技術移転は十分に見込めるものと期待される。ま

た、ゲノム関連では、多角的なゲノム解析が進展しており、早期診断法への応用を期待

したい。 
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【うつ病等研究チーム全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実施することが適当

である。 

双極性障害の機能異常と関連する遺伝子多型を同定するなど特記すべき事項がある

が、一部の研究内容において進捗が遅れているものがあった。今後は研究の焦点を絞る

などの工夫が必要である。優れた成果を創出し、社会への還元を目指すためには、研究

の焦点を絞るとともに、チーム全体として仮説を検証するような取り組みが欲しい。 

 

【脳老化研究チーム全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実施することが適当

である。 

タウオパチー治療に関しては、先行化合物である抗タウオパチー薬（DX1）の非臨床試

験、プロドラッグ化を含めたバックアップ化合物の準備など、新規認知症薬を創出し、

社会還元するという目標の達成が進捗しており、高く評価される。なお、一部の研究内

容において進捗が遅れているものがあることから、研究の焦点を絞るなどの工夫も必要

である。 

 

以上のことから、当初の目的と計画に沿って、全体として概ね順調に進捗しているも

のと評価できる。 

 

（２）各観点の再評価と今後の研究開発の方向性 

平成２５年度に閣議決定された「科学技術イノベーション総合戦略」（平成２５年６月

７日閣議決定）及び「日本再興戦略」（平成２５年６月１４日閣議決定）、また、「健康・

医療戦略」（平成２５年６月１４日関係大臣申合せ）においては、認知症やうつ病といっ

た精神・神経疾患の克服に向けた技術開発及び研究開発を進めることが求められている

ところである。また、平成２６年度から開始される「革新的技術による脳機能ネットワ

ークの全容解明プロジェクト」との連携を強化することによって、より効率的、効果的

に精神・神経疾患の克服に貢献することが期待される。 

以上のことから、中間評価時点では、概ね当初の計画通り進捗しており、今後とも継

続して実施するべきである。 

なお、一部において、進捗が遅れている個別研究課題も見受けられることから、今後、

より重点的な研究の推進を図るなど、有望な成果の創出に向けた取組を更に促進させる

ことが必要である。 

 

（３）その他 
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｜ 「脳科学研究戦略推進プログラム」課題Gの概要及び予算 ｜ 

概要

・ 課題GIま、平成23年度から開始しており、 我が留の脳科学研究を支え、研究者が必援とする情報を提供するため、網

羅的・系統的計測により収集したデータから脳機能の解明！こ必饗な最適な手法を期いて抽出 し、多務懇・多磁扇情報を

集約化・体系化した情報基盤の構築を密指した研究を突縞する。

・様々な穀物種の様々な制機能のうち、動物種を超えても共有されている機能（捜賞、鳴覚、動機づけ等）に着自し、その継機能をシステム需
神経詔路・細胞・シナプス屡分子に護るまでの縮揺を繋いだ全体システムとして縫えることにより、その絡機能の解明を習指すため、必要
な動物穫の必嬰な縮港ヂータを統合する。

－解明すべき特定の脳機能j二着自し、脳会体の活動をシナプスレベルから行動、記憶、経験、発遼あるいは疾獲に盗る金体橡として捉えるた
め、脳機能の解明を笥指す研究者のニーズも抱擁したよで、収集すべきヂータ及び収集！こ掛婆な霊長遜な手法を検討する。

・多くの研究者が利用可能な標準化されたデータ密集約fとするため、続存データでは不足している部分については、議案者の計浪lj技術を用い
て網羅的シナプスの針演.、網羅的神経臨路の計灘、網羅的神経活動計溌IJ等を実施し、必要なデータを最適な手法を照いて鎗践する0

・集約化したデータを用いて特定の臨機能を解明するため、シミュレーシヨンにより解析できる手法の線発を笥錯した研究を実施する。

予 算
（単位： i懇F号〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

脳科学研究戦略推進ブ口ゲラム
3 5. 9 3 4. 9 3 4. 9 1 0 5. 7 

（全体）

課題G （神経構報基盤〉

総科学頚究を支える集約約－体 3. 6 3. 3 3. 6 1む. 5 
系的な議報基盤の講築

* i実務Gのうち欝i弘 司選科学研究戦線推進プログラムj全体予鐸の肉類
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｜ 平成25年度「脳科学研究戦略推進プログラム」中間評価対象〈課題G) I 

1. p 0・poに鎚ずる鐸繍

E理m
立命館大学

- CJ 

ニニ口口
(PD) 

策宗室主科食料六学 隠逸魁i

(PO) 

2.事業全体に闘する誇髄

i名お愚大学｜良湖弘三 ｜

3.獄究グループの務究内容に綴する喜平鱗

田置Bi盟ml.Illi・
理化学研
究所

崎支柱 ｛二

重罪密線開名

理化学研究所

京都大学

名古慶大学

名ぢ展大学

幾京大学

東京大学

E盟宮署rama.Illl置

グJ！.－－ブI）ーダー名

名古農大学 員j賂弘三

参臨機関名

名古窪犬学

岡本｛二

松箆 B事「毅

永井 f石
森 郁 葱

河商務邸

i手5泰守

参麗研究者名

貝j燃弘三

I rコンビユテーシヨンJグループ ｜

グルーブI) 一名 機関名

京都大学

若井 f芸 沖縄科学妓潟大学際大学

王室化学研究所

務菌研究者名

右対 ｛言

菅本潟一郎

日外 支 部
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中間評価票 

 

（平成２６年４月現在） 

１．課題名 「脳科学研究戦略推進プログラム」 

      脳科学研究を支える集約的・体系的な情報基盤の構築（課題Ｇ） 

２．評価結果課題概要 

（１）課題の進捗状況 

○課題の概要 

文部科学省では、「社会に貢献する脳科学」の実現を目指し、社会への応用を見据えた

脳科学研究を戦略的に推進するため、平成２０年度より「脳科学研究戦略推進プログラ

ム」を実施している。 

このプログラムのうち、平成２３年度から５か年の計画で開始した「脳科学研究を支

える集約的・体系的な情報基盤の構築（課題Ｇ）」では、我が国の脳科学研究を支え、研

究者が必要とする情報を提供するため、網羅的・系統的計測により収集したデータから

脳機能の解明に必要な最適な手法を用いて抽出し、多種類・多階層情報を集約化・体系

化した情報基盤の構築を目指した研究を実施している。 

 

○課題全体の評価 

【ＰＤ・ＰＯ】 

ＰＤ・ＰＯの運営に関する取組は大変優れている。 

課題Ｇでは、「情動」の生成機構の解明に向けた取組として、モノアミン系回路の解析

に焦点を絞り、分子、回路、行動レベルの実験を行うとともに、コンピュテーションの

手法を用いた融合的な研究が推進されている。ＰＤ・ＰＯは研究手法の異なる３グルー

プの成果を、課題Ｇ全体の目標に向けて集約する努力をするなど、業務を適切に遂行し

ており高く評価できる。すでに重要な研究成果が各グループで得られているが、今後に

おいては、更に「情動」とは何かという問いかけに対し、分子、回路レベルでより明確

な答えが得られるよう、各グループの力を結集させることを期待する。 

 

【課題全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実施することが適当

である。 

課題の目標及び計画に沿った研究が概ね順調に進行している。課題Ｇを構成する３グ

ループが効率的に連携しており、単独研究ではなし得ない融合的研究が進んでいる。今

後、連携の強化により、更なる成果が生まれることが期待される。目的とする「情動」

回路の制御機構の解明に向けて、リン酸化プロテオミクスのデータベース（以下「DB」

という。）の機能的拡充、情動回路とその動作機構の動物種間における共通点と相違点の

抽出、及びコンピュテーションにより取り組む課題の明確化が望まれる。 
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【「モデル生物」グループ全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実施することが適当

である。 

当グループでは、モノアミンによる情動回路制御の研究を軸として、線虫、ショウジ

ョウバエ、ゼブラフィッシュ、げっ歯類を対象とした多様な手法による研究を展開し、

着実に成果を挙げている。特に、強化学習に関わる側坐核におけるドーパミン作用の分

子メカニズムの解明は画期的な成果である。個別研究は興味深くレベルは高いが、一方

で、現時点ではグループ全体を統一するような成果は得られていない。今後、モデル動

物の利点を活かし、動物種間の共通性と特異性を抽出しながら、「情動」制御機構の基本

骨格が解明されることを期待する。 

 

【「プロテオミクス」グループ全体】 

進捗状況及び得られた成果は大変優れており、次年度以降も引き続き実施することが

適当である。 

当グループでは、リン酸化プロテオミクスの手法により、リン酸化基質が多数同定さ

れ、一部の基質については抗リン酸化抗体を作製するなど精力的に研究が推進されてい

る。「モデル生物」グループとの連携により、モノアミン受容体の下流シグナルの研究に

新たな展開がみられる。また、「コンピュテーション」グループとの連携により、世界初

の DB が着実に構築されつつある。情動の制御にリン酸化過程が実際にどのように関わる

のか、その解析を更に進め、本研究による網羅的なアプローチが DB の作成にとどまらず、

「情動」に関する新しい知見を導くことを期待する。 

 

【「コンピュテーション」グループ全体】 

進捗状況及び得られた成果は優れており、次年度以降も引き続き実施することが適当

である。 

当グループでは、他グループと積極的に緊密な連携を図りながら、DB の構築、画像処

理等のインフォマティクスツールの開発、神経回路動作のモデル化において興味深い成

果を上げており、課題研究の水準を理論的側面から高めている。今後、「情動」機構の解

明という観点から、情動処理・情動記憶関連分子のリン酸化とモノアミン神経回路にお

けるヒトを含む動物種間での共通性と相違性を明らかにする方向でデータ統合が行われ

ることを期待する。また、DB が医療・製薬関係者に広く活用されることが予想されるこ

とから、課題Ｆとの連携を強化するなど、霊長類、ヒトにおける研究データとの関連付

けを積極的に行うことが望まれる。 

 

以上のことから、当初の目的と計画に沿って、全体として概ね順調に進捗しているも

のと評価できる。 
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（２）各観点の再評価と今後の研究開発の方向性 

平成２５年度に閣議決定された「科学技術イノベーション総合戦略」（平成２５年６月

７日閣議決定）及び「日本再興戦略」（平成２５年６月１４日閣議決定）、また、「健康・

医療戦略」（平成２５年６月１４日関係大臣申合せ）においては、認知症やうつ病といっ

た精神・神経疾患の克服に向けた技術開発及び研究開発を進めることが求められている

ところである。また、平成２６年度から開始される「革新的技術による脳機能ネットワ

ークの全容解明プロジェクト」との連携を強化することによって、より効率的、効果的

に精神・神経疾患の克服に貢献することが期待される。 

以上のことから、中間評価時点では、概ね当初の計画通り進捗しており、今後とも継

続して実施するべきである。 

 

（３）その他 
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